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用
し
な
が
ら
担
っ
て
い
く
。

 
　

現
状
ど
お
り
の
ま
ま
、
サ

ー
ク
ル
活
動
で
の
利
用
、
健
康

相
談
、
入
浴
事
業
な
ど
の
利
用

が
で
き
な
く
な
る
の
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
後
退
で
あ
る
。
セ
ン
タ

問

ー
廃
止
を
撤
回
す
べ
き
で
は
。

 
　

廃
止
後
、
民
間
事
業
者
を

活
用
し
、
高
齢
者
を
は
じ
め
幅

広
い
区
民
が
集
う
施
設
に
転
換

す
る
。
撤
回
す
る
考
え
は
な
い
。

答

中
野
四
季
の 
都  
市 
の
整
備

ま 

ち

 
　

中
野
駅
北
口
東
西
連
絡
路

架
設
工
事
や
都
市
計
画
道
路
の

開
通
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
が
重
要
に
な
る
。
首
長

自
ら
が
発
信
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
、
区
の
考
え
は
。

 
　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組
み
の
中
で
、
魅
力
の
発

信
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
大
変

有
効
な
手
法
と
考
え
て
い
る
。

産
学
公
連
携
戦
略

 
　

四
季
の
都
市
に
入
る
明
治

大
学
と
早
稲
田
大
学
は
国
際
化

拠
点
整
備
事
業
の
拠
点
大
学
と

な
っ
て
い
る
。
産
学
公
連
携
は
、

国
際
的
な
文
化
都
市
と
し
て
発

信
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
戦
略
を
持
っ
て
い
る
か
。

 
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
産

業
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
文
化

表
現
活
動
と
の
関
連
が
深
い
と

問答問答

考
え
て
お
り
、
授
業
の
一
環
と

い
う
よ
う
な
形
で
の
連
携
が
で

き
な
い
か
探
っ
て
い
き
た
い
。

期
日
前
投
票
の
本
人
確
認

 
　

身
分
証
明
書
が
な
い
こ
と

を
理
由
に
投
票
さ
せ
な
い
の
は
、

選
挙
権
の
侵
害
に
な
る
と
い
う

総
務
省
の
解
釈
が
あ
る
が
、
先

の
中
野
区
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

虚
偽
の
宣
誓
に
よ
る
逮
捕
者
も

出
た
。
公
正
・
公
平
な
選
挙
の

観
点
か
ら
、
身
分
証
明
の
義
務

付
け
も
視
野
に
入
れ
、
区
か
ら

国
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

 
　

有
権
者
の
選
挙
権
を
し
っ

か
り
保
障
す
る
と
と
も
に
、
投

票
所
に
お
け
る
本
人
確
認
を
き

っ
ち
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

問答

都
市
基
盤
整
備
事
業

 
　

（
仮
称
）
本
町
五
丁
目
公

園
を
整
備
す
る
た
め
、
用
地
特

別
会
計
で
１
４
２
億
円
で
購
入

し
た
公
園
用
地
を
、
一
般
会
計

で
５
年
か
け
て
分
割
取
得
す
る
。

一
般
財
源
か
ら
区
の
持
ち
出
し

で
負
担
す
る
起
債
の
利
息
は
い

く
ら
に
な
る
の
か
。

 
　

１
億
１
５
０
０
万
円
余
と

見
込
ん
で
い
る
。

家
庭
福
祉
員
事
業

 
　

区
立
保
育
園
で
０
歳
児
保

育
を
実
施
す
る
場
合
の
経
費
は

月
額
約　

万
円
と
い
う
こ
と
だ

４２

問答問

が
、
家
庭
福
祉
員
で
は
ど
う
か
。

 
　

月
額
約　

万
円
と
な
る
。

１３

 
　

江
戸
川
区
で
は
家
庭
福
祉

員
（
保
育
マ
マ
）
制
度
を
、
当

時
の
中
里
区
長
が
昭
和　

年
に

４４

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

原
点
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

子
ど
も
は
母
親
の
も
と
で
育
て

ら
れ
る
べ
き
と
い
う
哲
学
か
ら

始
ま
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
今
も

変
わ
っ
て
い
な
い
か
。

 
　

０
歳
児
保
育
は
保
育
園
と

い
う
大
き
な
集
団
で
は
な
く
、

家
庭
的
な
環
境
で
保
育
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か

ら
、
区
立
保
育
園
で
は
１
歳
児

か
ら
の
保
育
と
聞
い
て
い
る
。

答問答

 
　

家
庭
福
祉
員
は
江
戸
川
区

で
は
２
０
０
人
、
中
野
区
は　
１０

人
と
い
う
こ
と
だ
が
、
認
定
を

受
け
る
た
め
の
研
修
時
間
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 
　

江
戸
川
区
は　

時
間
程
度

２０

の
研
修
を
受
講
と
聞
い
て
い
る

が
、
中
野
区
で
は　

時
間
程
度

８０

の
研
修
を
必
要
と
し
て
い
る
。

小
中
連
携
に
よ
る
学
力
の
向
上

 
　

教
育
委
員
会
と
し
て
小
中

連
携
の
方
法
を
構
築
し
、
中
野

方
式
と
し
て
普
及
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 
　

武
蔵
台
小
学
校
と
北
中
野

中
学
校
で
共
同
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
さ
ら
に
検
討
を

加
え
、
普
及
啓
発
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

医
療
費
抑
制

 
　

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
）
に
切
り
替
え
た
場
合
の

医
療
費
の
差
額
通
知
は
、
経
常

的
な
医
療
費
の
抑
制
手
段
と
な

る
。
ま
た
、
区
民
に
と
っ
て
は

薬
剤
費
の
自
己
負
担
の
軽
減
、

税
の
適
正
使
用
と
二
重
の
負
担

軽
減
に
も
な
る
。
国
保
に
お
け

る
差
額
通
知
制
度
導
入
に
対
す

る
区
の
見
解
は
。

 
　

他
区
の
動
向
や
国
の
検
討

状
況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

 
　

生
活
保
護
受
給
者
に
対
し

て
も
差
額
通
知
を
活
用
し
、
切

り
替
え
を
促
し
て
は
。

 
　

早
い
段
階
で
通
知
で
き
る

問答問答

よ
う
努
め
、
後
発
医
薬
品
へ
の

理
解
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

認
知
症
施
策

 
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増

加
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
あ

る
、
店
舗
な
ど
へ
の
啓
蒙
や
啓

発
の
た
め
の
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成

の
進
捗
状
況
は
。

 
　

一
つ
の
商
店
街
で
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
た
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は　

年
度

２４

に
作
成
し
て
い
き
た
い
。

 
　

医
療
の
進
歩
で
、
早
期
発

見
に
よ
る
認
知
症
発
症
の
防
止

が
可
能
と
な
っ
た
。
認
知
症
施

策
は
早
期
発
見
が
最
重
要
で
あ

る
。
介
護
、
医
療
、
生
活
支
援

問答問

サ
ー
ビ
ス
の
連
携
を
目
指
し
た

厚
生
労
働
省
の
認
知
症
対
策
等

総
合
支
援
事
業
を
、
区
で
も
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

 
　

他
区
の
実
施
状
況
な
ど
を

情
報
収
集
し
、
検
討
し
て
い
く
。

幼
小
連
携

 
　

就
学
前
は
、
生
活
習
慣
、

し
つ
け
、
人
間
関
係
な
ど
を
育

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
５
歳
児
の
早
い
段

階
で
、
保
護
者
が
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

手
引
書
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

 
　

保
護
者
の
理
解
を
促
進
す

る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
手
引

書
の
作
成
を
検
討
し
て
い
く
。

 
　

就
学
前
の
準
備
と
し
て
、

保
護
者
や
園
児
の
小
学
校
生
活

へ
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
幼

答問答問

小
で
の
給
食
交
流
な
ど
を
推
進

し
、
自
分
の
子
ど
も
の
小
学
校

で
の
振
る
舞
い
を
早
い
段
階
で

理
解
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
の

参
加
を
促
し
て
は
ど
う
か
。

 
　

保
護
者
の
参
加
も
含
め
、

給
食
交
流
な
ど
の
交
流
を
さ
ら

に
区
全
体
に
広
げ
て
い
く
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
疑
項
目

◆
新
た
な
産
業
振
興
に
つ
い
て

ほ
か

答

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

 
　

区
内
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
具
体
的
展
開
事
例
は
。

 
　

多
機
能
ト
イ
レ
、
誘
導
ブ

ロ
ッ
ク
、
ス
ロ
ー
プ
、
ノ
ン
ス

リ
ッ
プ
タ
イ
ル
の
使
用
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
な
ど
が
あ
る
。

 
　

経
済
活
動
に
は
必
要
な
経

費
が
か
か
る
と
い
う
認
識
の
も

と
、
次
世
代
戦
略
で
は
、
福
祉

と
い
う
捉
え
方
か
ら
脱
却
し
た

施
策
を
展
開
す
べ
き
で
は
。

 
　

来
街
者
が
物
理
的
に
来
や

す
く
な
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ

で
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
創
出
や
地

域
商
業
振
興
に
も
貢
献
で
き
る

よ
う
、
経
済
活
性
化
の
方
策
と

問答問答

し
て
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

 
　

一
歩
進
め
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
よ
り
、
四
季
の 
都  
市 
の
に

ま 

ち

ぎ
わ
い
・
活
性
化
が
現
実
味
を

帯
び
る
こ
と
な
る
。
す
べ
て
の

部
署
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
担
当
を
置
く
べ
き
で
は
。

 
　

各
部
署
で
も
基
本
的
に
意

識
さ
れ
て
い
る
が
、
中
途
半
端

な
感
が
あ
る
。
大
き
な
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
こ
そ
、
真
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
着
手

で
き
、
印
象
や
実
際
の
利
用
勝

手
も
良
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

 
　

業
務
・
商
業
・
文
化
の
集

ま
る
四
季
の
都
市
か
ら
ア
ー
ル

・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
文
化
を
発
信
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

問答問

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

 
　

駅
南
側
の
開
発
に
関
し
て

は
、
南
北
自
由
通
路
を
中
野
三

丁
目
側
へ
確
実
に
接
続
す
る
こ

と
。
ま
た
、
中
野
二
丁
目
再
開

発
の
早
期
事
業
計
画
決
定
が
大

切
と
思
う
が
ど
う
か
。

 
　

第
一
期
の
ま
ち
づ
く
り
が

ほ
ぼ
で
き
た
中
で
、
第
二
期
整

備
と
し
て
南
北
自
由
通
路
や
南

口
の
再
開
発
事
業
が
着
実
に
動

き
出
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

 
　

６
月
に
策
定
を
予
定
し
て

い
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
３
に
つ
い
て
、
体
育
館

や
駅
ビ
ル
、
区
の
公
共
施
設
を

問答問

含
め
た
機
能
配
置
に
つ
い
て
、

十
分
議
論
し
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
区
の
見
解
は
。

 
　

現
時
点
で
不
確
定
な
要
素

や
、
６
月
の
段
階
で
確
定
し
な

い
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
確

定
で
き
る
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
な

条
件
を
勘
案
し
な
が
ら
、
着
実

に
確
定
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
る
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 
　

委
託
業
者
選
定
に
も
至
ら

ず
、
開
設
で
き
な
い
理
由
は
。

 
　

効
果
的
・
効
率
的
な
運
営

の
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
を
行
っ
た

後
に
、
開
設
し
た
い
と
考
え
る
。

答問答

 
　

今
後
、
運
営
を
担
当
す
る

任
意
団
体
と
の
協
力
関
係
を
ど

う
構
築
す
る
の
か
。

 
　

開
設
に
向
け
た
モ
デ
ル
事

業
の
実
施
を
通
じ
、
密
接
に
協

力
・
連
携
し
て
い
き
た
い
。

中
野
中
学
校
新
築
工
事

 
　

中
央
部
防
災
公
園
の
拡
張

工
事
が
、
中
野
中
学
校
整
備
工

事
に
与
え
る
影
響
は
あ
る
か
。

 
　

直
接
の
影
響
は
少
な
い
が
、

学
校
と
の
境
界
部
分
に
つ
い
て

は
、
調
整
が
必
要
と
考
え
る
。

 
　

拡
張
工
事
期
間
中
の
南
側

か
ら
の
登
校
へ
の
影
響
は
。

 
　

拡
張
用
地
の
工
事
に
伴
い

整
備
す
る
園
路
を
利
用
し
、
通

学
路
を
確
保
す
る
。
具
体
的
内

容
は
中
学
校
と
調
整
し
て
い
く
。

問答問答問答

中
野
区
議
会
民
主
党
議
員
団

中
村　

延
子

自
由
民
主
党
議
員
団篠　

国
昭

自
由
民
主
党
議
員
団内川　

和
久

公
明
党
議
員
団

木
村　

広
一

自
由
民
主
党
議
員
団

高
橋　

か
ず
ち
か

区議会
だより
区議会
だより

へのご意見・
　ご要望などは、
　　区議会事務局まで

〒164－8501  中野区中野4－8－1
電話 3228－5585 FAX 3228－5693

Ｅメール
kugikaijimu@city.tokyo-nakano.lg.jp


